緑　化　面　積　計　算　書

	① 敷地面積
	
	㎡

	② 緑化率
	□15％　
□10％(建蔽率が80％の地域)
	

	③ 必要緑化面積（①×②）
	①[　　　　㎡]×②[　　　　％]
	㎡



	種　　類
	算定式等
	算定面積（㎡）

	ア）樹木
樹冠の水平投影面積
	高木(H=4ｍ以上のもの)
	[　　　　　　本]×13.8㎡
	

	
	中木(H=2.5ｍ～4ｍ未満のもの)
	[　　　　　　本]×8.0㎡
	

	
	低木(H=1m～2.5ｍ未満のもの)
	[　　　　　　本]×3.8㎡
	

	
	低木(H=1ｍ未満のもの)
	[　　　　　　本]×1.0㎡
	

	イ）生垣
	公道に接する生垣
	長さ×生垣高さ
Ｌ[　　　ｍ]×Ｈ[　　　ｍ]
	

	
	公道以外に接する生垣
	生垣の水平投影面積
	

	ウ）芝、その他地被植物
	芝等の水平投影面積
	

	エ）花壇
	花壇の水平投影面積
	

	オ）のり面緑化
	水平投影面積
	

	カ）緑化駐車場
	緑化ブロック
	[　　　　㎡]×緑化換算率50％
	

	
	芝保護材
	[　　　　㎡]×緑化換算率70％
	

	
	その他
	
	

	キ）修景施設（噴水、池、築山、灯篭、石組み等）
	水平投影面積
	

	ク）環境施設
	透水性ブロック
	[　　　　㎡]×緑化換算率20％
	

	
	透水性アスファルト
	[　　　　㎡]×緑化換算率10％
	

	
	砂利敷き
	[　　　　㎡]×緑化換算率10％
	

	
	その他透水性能施設
	[　　　　㎡]×緑化換算率10％
	

	ケ）壁面緑化・フェンス緑化（高さ1ｍまで）
	鉛直投影面積(水平延長×高さ1ｍ)
Ｌ[　　　ｍ]×Ｈ1ｍ
	

	④ 緑化面積：合計（ア～ケの合計）
	

	　 緑化確認欄　③必要緑化面積[　　　　　　　　㎡]　≦　④緑化面積[　　　　　　　　　㎡]


注）1 既存樹木の残す場合は、現状の高さを基準に算出してください。
2 公道は、建築基準法第42条第1項各号および同条第2項の道路とします。
　　3 芝、その他地被植物は、樹木など他の施設の水平投影面積と重複して計上できません。
4 修景施設は、噴水、池、築山、灯篭、石組み飛石など樹木・植栽等と一体となって自然的環境を形成
しているものに限ります。また、樹木などその他施設の水平投影面積と重複して計上できません。
　　5 壁面緑化およびフェンス緑化の対象は、植物が生育するための資材（補助資材、植栽基盤等）が整備
された外壁等を原則とし、高さ1ｍを対象とします。
6 屋上緑化は、緑化率の計算に含めることはできません。
　　7 緑化の種類ごとの面積算出根拠が分かるよう、緑化計画図および計算式等を用いて示してください。
